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２０２５年度（令和７年度）事業報告

第一号議案

日本電信電話ユーザ協会は、公益財団法人として2大事業である「ICT活用推進事業」及び 

「テレコミュニケーション教育事業」の普及拡大に向け、各種施策や会員サービスの充実等に

取り組んでいるところです。

２０２５年度においては、ＩＣＴ活用推進事業としては、従来から実施してきた全国で視聴可能

なＩＣＴセミナーのオンライン開催の他にＤＸに関するｅラーニングやワークショップ型の研修、テ

キスト生成ＡＩを利用した新たな会員特典の創設等、参加される方々の要望・ＩＣＴリテラシー向

上に貢献する施策を展開してきた一年でありました。テレコミュニケーション教育事業としては、

昨年度に引き続き、集合型にて電話応対コンクール全国大会を仙台市にて開催しました。埼

玉県大会では集合、リモート方式の併用を基本とした効率的な開催を行いました。

- １ -

１．ＩＣＴ活用推進事業について

２０２５年４月から２０２６年３月までの間の職務執行状況について報告します。

（１） ＩＣＴ活用系セミナー

 ＩＣＴセミナーについては、昨年度同様に通年で切れ目なく開催できるように年間計画を

策定し、旬な題材をテーマ※としてＩＣＴ活用情報発信の強化を図りました。

   また、ＤＸ、ＩＣＴ、ビジネスコミュニケーションまで幅広い社員育成に資するｅラーニングや

   ＤＸのワークショップ型研修、テキスト生成ＡＩ特典の提供等実施してきました。

   ※主な開催オンラインセミナー

・５月２１日 田中 里沙 氏 テーマ「地域活性化！「未来のまちづくり」」

・９月  ８日 茂木健一郎 氏  テーマ「知性と創造の未来地図：脳と生成AIが導くビジネ

ス成功戦略」

・１１月１９日 石倉 秀明 氏 テーマ「働き方改革セミナー AI、リモートワークの活用が未

 来の働き方を実現する」

・ １月２６日 大前 研一 氏  テーマ「混迷する世界経済のなか、日本はどのように立ち向

 かうか 大前さんに聞いてみよう！」

  【参加者 278名 （2024年度：281名）】

（２） アプリケーション活用研修

 アプリケーション活用研修として、業務に活かせる「Excel研修」（２回）と「PowerPoint研修」   

（１回）、「office効率アップ研修」（１回）を開催しました。

【参加者 53名 （2024年度44名）】



（５） 経営トップセミナー

第一部では「スマホで広がる未来の生活とビジネス」と題し、最新技術がもたらす変革を

株式会社ＮＴＴドコモ関信越支社埼玉支店長の武田氏が分かりやすく解説。

第二部では、国民栄誉賞棋士・羽生善治氏を講師に迎え、「AI時代の将棋界」をテーマ

に開催しました。

 〇 ３月２４日 第一部 武田 有紀 氏  テーマ 「スマホで広がる未来の生活とビジネス」

                         第二部  羽生 善治 氏  テーマ「ＡⅠ時代の将棋界」

【参加者 161名〔会場84名、ｵﾝﾗｲﾝ77名〕 （2024年度：143名/会場94名、ｵﾝﾗｲﾝ49名）】

- ２ -

２．テレコミュニケーション教育関連事業

（２） アンガーマネジメント研修

 感情のコントロールをトレーニングするアンガーマネジメント研修を集合研修とリモート
研修の２パターンで開催しました。

【参加者 13名 （2024年度：16名）】

（３） プレゼン成功のための基礎研修

  ビジネスの場で必要なプレゼンテーションの基礎研修会を開催しました。
【参加者  14名 （2024年度：8名）】

（１） ビジネスマナー研修

   ＣＳ（顧客満足）向上に向けた社員教育施策の大きな柱として、会員企業様の新入社員

   を中心としたビジネスマナー研修（基礎編、応用編）を開催しました。

・基礎編 大宮・川越・熊谷 ３会場 各１回

・応用編 大宮 １会場１回

 【参加者 基礎編：20名、応用編：15名 （2024年度：基礎編60名、応用編11名）】

（４） ｅラーニング（インターネット学習）

  いつでもどこでも受講可能なインターネット学習サービス『ｅラーニング』を提供しました。

  各企業におけるテレワークの導入、浸透等により、eラーニングサービスの利用者が

  増え、特にビジネスマナーや応対話法等の「新入社員及び若手社員向け」の学習コン

    テンツが好評でした。 【参加企業 168名 （2024年度：68名）】

（３） 標的型攻撃メール予防訓練サービス

  不安定な世界情勢等を背景に、ランサムウェア等に代表されるサイバー攻撃が頻繁に

    発生した事を受け、情報セキュリティ対策に関する意識が高まり、「標的型攻撃メール予防

訓練サービス」は会員特典として活用されました。

   【参加者 30名 （2024年度：40名）】
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（５） カスタマーハラスメント応対研修

  従来のクレーム電話応対研修を変更し、近年問題視されている「カスタマーハラスメント」

の知識と対応スキルを学ぶカスタマーハラスメント応対研修会を２会場で開催しました。

 【参加者 21名 （2024年度：26名） 】

（６） 電話応対技能検定（もしもし検定）

  ２０２５年度は４級検定を３回、３級検定を６回、２級検定を１回開催しました。

 【 受験者:４級20名、３級13名、２級1名 （2024年度：４級113名、３級4名、２級3名）】

（７） 企業電話応対診断

  お申し込みのあった会員事業所に、専門スタッフがお客様に扮して電話をかけ、日常

  の電話応対状況を調査・診断しました。診断結果は、報告書としてお送りし、ＣＳの向上

  に役立てていただきました。

【参加企業 3事業所 （2024年度：12社）】

（８） 企業電話応対コンテスト

 全社的に 未参加企業・事業所に対する提案等により参加拡大に取り組みました。

 結果、全国から 737社の企業が参加（前年度の679社から大幅に拡大）し、入賞企業２０社

 （会長賞１、理事長賞３、優秀賞１６）が表彰されました。

   埼玉中部地区協会の株式会社ＳＢＩ証券様が栄えある会長賞を４年連続で受賞しました。

【埼玉参加企業 19事業所26回線 （2024年度：20社）】

②ステップアップ編
実務経験者のための電話応対研修を地域団体（本庄商工会議所様、さいたま商工会

議所様）との連携事業として開催しました。
【参加者 23名 （2024年度：46名）】

（４） ビジネス電話応対研修

①基礎編
「ビジネスマナー研修（基礎編）」の中から電話応対に特化した基礎コースとして

開催しました。
【参加者 16名 （2024年度：20名）】
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（９） 電話応対コンクール

     電話応対コンクールについては、未参加企業・事業所に対する提案等により参加拡大
に取り組みました。説明会から県大会まで長期に渡り開催し、全国大会に出場する埼玉県

   代表者 （１名）を決定しました。

① 説明会（６月５日～７月３１日）
 電話応対コンクール出場者の裾野を広げるため、出場者募集前にコンクールの概要、

 問題の解説、シナリオ作成のポイント等について、説明用動画を撮影し、YouTube配信

 しました。

【期間中視聴回数 1,173回 （2024年度：1,442回）】

② 研修会（７月２日～７月１１日）

 コンクール出場者向けにシナリオの内容や音声表現等について指導する研修会を開

 催しました。会場は競技者が参加しやすいように４会場（大宮・熊谷・川越・越谷）

 で６日間、ＷＥＢで２日間の全８日間で１２回開催しました。

【参加者 79名 （2024年度：88名）】

③ 埼玉県大会予選会（８月１９日、２０日）

 県大会の出場者選考会として、予選会をリモートで開催しました。応対を録音し、後日

 行った「審査会」で県大会出場者を選考しました。

【参加者 57名 （2024年度：70名）】

④ 埼玉県大会事前研修会（９月１６日、１７日、１８日）

  予選会で選ばれた３０名を対象に、更にレベルアップを図るため研修会を開催しました。

【参加者 選手31名、オブザーバー13名 （2024年度：選手30名、オブザーバー14名）】

⑤ 埼玉県大会（１０月１０日）

 第４０回埼玉県大会を「埼玉会館（小ホール）」において、開催しました。予選会を勝ち

 抜いた代表選手３１名により競技が行われ、その模様はライブでも配信しました。

 優勝は、埼玉中部地区協会のコンビ株式会社「郡司 仁美」さんでした。

【競技者 31名 （2024年度：30名）】

⑥ 全国大会（１１月１４日）

 第６４回全国大会が宮城県仙田市（仙台サンプラザホール）で開催されました。

       全国から代表者５６名が参加し、埼玉代表として「郡司 仁美さん」が出場しました。



３．会員交流事業＜地区事業＞

（１） スポーツ交流会
会員交流を目的に３地区協会合同によるスポーツを通じた交流会を開催しました。

① ゴルフ大会
  高坂カントリークラブ（９月） 【参加者 31名 （2024年度：34名）】

② サッカー観戦

  ＮＡＣＫ５スタジアム ＲＢ大宮アルディージャ ｖｓ  藤枝ＭＹＦＣ（１０月）

   【参加者 78名 （2024年度：83名）】

③ 野球観戦

ベルーナドーム    埼玉西武ライオンズ  ｖｓ  東北楽天ゴールデンイーグルス（８月）

   【参加者 100名 （2024年度：130名）】

（２） 秋の会員交流会
   大人の社会見学会をコンセプトとして、個人では行けない施設等を見学・体験学習する
 とともに会員相互の交流と親睦を目的に開催しました。

①茨城県筑波・常総方面を訪ねる秋の会員交流会（１０月・１１月で３行程）
     【参加者 84名 （2024年度：64名）】

- ５ -

５．主な会議等の実施状況について

埼玉支部理事会及び地区協会の定期総会（理事会は書面）を開催し、事業報告及び決算に
ついて承認を得ました。

２０２５年５月１６日埼玉支部理事会
２０２５年６月１３日埼玉南東部地区協会定期総会（理事会は書面）
２０２５年６月２０日埼玉中部地区協会定期総会（理事会は書面）
２０２５年６月２５日埼玉西部地区協会定期総会（理事会は書面）

４．講師派遣実施状況について

豊富な講師陣の中から、新入社員教育・コールセンター教育等、電話応対教育に関する
   ご相談をいただいた事業所に対してご要望に沿った講師をご紹介しました。

開催時期 派遣講師 テーマ 回数

戸田市商工会 ４月 【協会契約講師】岩下　宣子 氏 ビジネスマナー研修 1

新座市商工会 ４月 【協会契約講師】岩下　宣子 氏 ビジネスマナー研修 1

本庄商工会議所 6月 【協会契約講師】山本　淳子 氏 電話応対研修 1

関東自動車株式会社 ７月 【協会契約講師】松本　智子 氏 電話応対研修 2

関東脳神経外科病院 １０月 【協会契約講師】臼井　奈美 氏 接遇研修 1

さいたま商工会議所 １１月 【協会契約講師】山本　淳子 氏 電話応対研修 1

派遣先事業所

講

師

派

遣
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表－１

ＩＣＴ活用推進事業

事業所 人数

5月

（基礎）

川越市

（ウエスタ川越）
1 8 12

10月

（関数）

さいたま市

（浦和コミュニティセンター）
1 10 16

アプリケーション活用研修

(PowerPoint)
7月

さいたま市

（浦和コミュニティセンター）
1 7 12

アプリケーション活用研修

(Office効率アップ)
２月

さいたま市
（浦和コミュニティセンター）

1 9 13

計 - - 4 34 53

　羽生　善治　氏

　　（将棋棋士）
3月

パレスホテル大宮

・

オンライン

1 118 161

廣野 元久 氏

【株式会社リコー　技術経営センター倫理統括室長】
４月 オンライン 1 9 9

田中 里沙 氏

【事業構想大学院大学 学長】
５月 オンライン 1 14 14

警視庁サイバーセキュリティ対策本部　担当官 ６月 オンライン 1 13 14

大前 研一 氏

【ビジネス・ブレークスルー大学学長、同大学院学長】
７月 オンライン 1 29 30

佐々木 一敏  氏　他

【（公財）日本電信電話ユーザ協会　西日本ICT推進部長　】
８月 オンライン 1 7 7

茂木 健一郎 氏

【脳科学者】
９月 オンライン 1 43 45

警視庁サイバーセキュリティ対策本部　担当官 １０月 オンライン 1 18 20

石倉 英明  氏

【元(株)キャスター取締役CRO (公)山田進太郎D＆I財団COO】
１１月 オンライン 1 16 18

小田島 春樹 氏

【(有)ゑびや代表取締役社長  (株)EBILAB 代表取締役CEO】
１２月 オンライン 1 5 5

大前 研一 氏

【ビジネス・ブレークスルー大学学長、同大学院学長】
１月 オンライン 1 40 44

西脇 資哲 氏

【日本マイクロソフト株式会社 業務執行役員】
１月 オンライン 1 4 7

小宮山 真吾 氏

【株式会社ソフィアブレイン 代表】
１月 オンライン 1 2 2

独立行政法人情報処理推進機構（IPA)

セキュリティセンター
２月 オンライン 1 10 10

諏訪 貴子 氏

【ダイヤ精機株式会社　代表取締役】
３月 オンライン 1 3 3

岡田 武史 氏

【(株)今治. 夢スポーツ代表取締役会長 元サッカー日本代表監督】
３月 オンライン 1 31 48

ビジネスワークショップ 6・9・11・2月 オンライン 4 1 2

計 - - 20 363 439

I

C

T

セ

ミ

ナ

ー

・

経

営

ト

ッ

プ

セ

ミ

ナ

ー

埼玉支部主催

他支部主催

事業名 開催 時期 開催場所 回数
参加数

ア

プ

リ

ケ

ー

シ

ョ

ン

活

用

研

修

アプリケーション活用研修

(Excel)



表－２

テレコミュニケーション教育関連事業
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事業所 人数

４月

【基礎編】

熊谷市（熊谷ハートピア）

川越市（ウエスタ川越）

さいたま市（市民会館おおみや）

3 10 20

10月

【応用編】
さいたま市（市民会館おおみや） 1 7 15

６月 さいたま市（市民会館おおみや） 1 9 16

６月・１１月
本庄市（本庄商工会議所）

さいたま市（さいたま商工会議所）
2 16 23

11月・12月
さいたま市（大宮ソニックシティ）

川越市（ウエスタ川越）
2 15 21

１月
さいたま市（市民会館おおみや）

オンライン（Zoom）
2 8 13

１2月 さいたま市（市民会館おおみや） 1 7 14

4級
検定月

５月・７月・９月
さいたま市(市民会館おおみや） 3 15 20

3級

検定月

５月・7月・9月・

11月・1月・３月

6 9 13

2級
検定月

６月・１２月
2 1 1

1級
検定月

８月
1 0 0

年間実施 ー ー 3 3

７月～９月 ー 1 19 26

参加数

電話応対技能検定

（もしもし検定）

Zoom

企業電話応対診断

企業電話応対コンテスト

ビジネス電話応対研修

【基礎編】

ビジネス電話応対研修

【ステップアップ編】

カスタマーハラスメント研修

アンガーマネジメント研修

プレゼン成功のための基礎研修

ビジネスマナーセミナー

事業所名 開催時期 開催場所 回数



テレコミュニケーション教育関連事業

電話応対コンクール埼玉県大会入賞者
(敬称略）

表－３

- ８ -

事業所 人数

 説明会

【協会契約講師】石亀 美夜子 氏

　　　　　　　　　　 山本 淳子 氏

６・７月
さいたま市（市民会館おおみや）

【オンライン】

1

映像配信
-

視聴回数

1,173回

 研修会

【協会契約講師】石亀 美夜子 氏

　　　　　　　　　　　ほか

７月

熊谷市（熊谷ハートピア）

さいたま市(市民会館おおみや)

オンライン（Zoom）

川越市（ウエスタ川越）

越谷市（越谷サンシティ）

12 33 79

 埼玉県大会予選会

【応対録音】
８月 リモート開催 2 31 57

 県大会前研修会

【協会契約講師】石亀 美夜子 氏
９月 さいたま市（埼玉会館） 6 20 44

 埼玉県大会

【審査委員長】石亀 美夜子 氏

【審査委員】   小野 由美子 氏 ほか

１０月 さいたま市（埼玉会館） 1 18
31

（選手）

 全国大会 １１月 宮城県（仙台サンプラザホール） 1 2 2

参加数

電

話

応

対

コ

ン

ク

ー

ル

事業名 開催時期 開催場所 回数

見学研修１名含む

表彰 地区協会名 氏名 所属事業所名

優　勝 中部 郡司　仁美 コンビ株式会社コンシューマープラザ

準優勝 中部 田中　健太 株式会社タカギテクニカルサポートセンター

優秀賞 西部 小鷹　未来
株式会社ベルーナコミュニケーションズ

第2川越オーダーレセプションセンター

優秀賞 中部 阿久澤　祐美子
株式会社ベルーナコミュニケーションズ

大宮コンタクトセンター

優秀賞 西部 浅見　莉帆
株式会社ベルーナコミュニケーションズ

川越オーダーレセプションセンター

審査員 特別賞 西部 須藤　絵菜美
株式会社ベルーナコミュニケーションズ

川越オーダーレセプションセンター

審査員 特別賞 西部 宮崎　由里 あいおいニッセイ同和損害保険株式会社



６．会員状況

２０２５年度末の会員数は、前年度末の８９９会員から５７会員減の、８４２会員となりました。

退会会員数が６４会員という厳しい状況ではありますが、新規入会も皆様のご協力により、

７会員ありました。

- ９ -

第１位 理由
件
数

第２位 理由 件数 第３位 理由 件数

入 会 情報通信関連の相談 3
コンクール・コンテスト等
各種競技会への参加

3 紹介 1

退 会 事業に参加できない 20 経費節減等会社判断 18 事業所の統廃合 6

＜主な入退会理由＞

2026年3月末

3地区合計

842

増減数 -57

増減率 ▲ 6.3

増加数 7

減少数 64

2025年3月末

3地区合計

899

増減数 -54

増減率 ▲ 5.7

増加数 36

減少数 90

2024年3月末

3地区合計

953

増減数 -43

増減率 ▲ 4.3

増加数 12

減少数 55

中部 南東部

▲ 3.2

中部 南東部 西部

会員数 486 240 173

対

前

年

比

-14 -29 -11

▲ 2.8 ▲ 10.8 ▲ 6.0

22

▲ 7.5

7 3 2

9 5

36 38 16

26 12 17

西部

会員数 500 269 184

対

前

年

比

-19 -9 -15

▲ 3.7

中部 南東部 西部

会員数 453 222 167

対

前

年

比

-33 -18 -6

▲ 6.8 ▲ 7.5 ▲ 3.5

6 1 0

39 19 6
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第二号議案

自  2025年4月  1日

至  2026年3月31日

■収入の部 単位：円

収入科目
予算額
（Ａ）

決算額
（Ｂ）

差異
（Ｂ-A）

備　考

公益目的事業 5,750,000 5,462,971 ▲ 287,029 研修・セミナーの開催、協会誌の発行

その他事業 8,566,000 8,032,377 ▲ 533,623 講演会、建物賃貸借費、人材派遣費等

業務提携収入合計 14,316,000 13,495,348 ▲ 820,652 -

参加費収入 300,000 248,000 ▲ 52,000 研修・セミナー参加費

雑　収　入 2,000 8,473 6,473 預金利息

内部取引収入 3,140,000 2,427,195 ▲ 712,805 上部費・公益事業費の地区協会負担金

参加費・雑収・内部取引収入合計 3,442,000 2,683,668 ▲ 758,332 -

当期収入合計 17,758,000 16,179,016 ▲ 1,578,984 -

前期繰越 10,196,772 10,196,772 0 -

27,954,772 26,375,788 ▲ 1,578,984 -

支出科目
予算額
（Ａ）

決算額
（Ｂ）

差異
（Ｂ-A）

備　考

電話応対競技会費 3,250,000 3,151,365 ▲ 98,635 研修会回数の増減等

セミナー等費（ﾋﾞｼﾞﾈｽﾏﾅｰ等） 1,200,000 822,884 ▲ 377,116 オンライン研修の導入等（会場費削減）

セミナー等費（ICT関連） 400,000 309,353 ▲ 90,647 オンラインセミナーへ移行

セミナー等費（講演会等） 2,700,000 2,425,063 ▲ 274,937 会場費・講演費の削減

委員会費（もしもし検定） 30,000 15,296 ▲ 14,704 ＩＢＴ方式に移行

組織強化費 100,000 6,788 ▲ 93,212 交流会参加旅費

情報出版費 1,850,000 1,715,404 ▲ 134,596 出版部数の削減（会員数見合い）

①事業費合計 9,530,000 8,446,153 ▲ 1,083,847 -

会議費 360,000 267,701 ▲ 92,299 会場経費の削減

諸経費 5,900,000 5,774,518 ▲ 125,482 建物賃貸借費、人材派遣費の調整

減価償却費 194,332 173,332 ▲ 21,000 少額資産（パソコン）の償却

②管理費合計 6,454,332 6,215,551 ▲ 238,781 -

本部運営資金費用 860,000 841,588 ▲ 18,412 -

法人税等分担費 420,000 400,902 ▲ 19,098 -

消費税本部振替額 120,000 46,466 ▲ 73,534 -

システム運営費 570,000 588,762 18,762 -

③内部取引支出 1,970,000 1,877,718 ▲ 92,282 -

17,954,332 16,539,422 ▲ 1,414,910 -

10,000,440 9,836,366 ▲ 164,074 -

収支決算
前年度繰越金 10,196,772
当期収入額 16,179,016
当期支出額 16,539,422
収 　支　 等 9,836,366
＊収支等残金は、2026年度(令和8年度）へ繰越

内
部
取
引

支出合計

繰越資産額

2025年度（令和7年度）決算報告

収

入

総　　合　　計

■支出の部

事
業
費

管
理
費
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２０２６年度（令和８年度）事業計画
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Ⅰ.基本方針

第三号議案

２０２６年度事業運営においては、これまで培ったＩＣＴを活用したリモート方式等の事業運営

方法を更に進化させながら、公益財団法人として普く広く協会事業のプレゼンス向上に向け、

これまで以上に、協会会員のみならず一般企業の方々等にも、事業運営の発展に資するよう

な情報発信、活動の充実を図って参ります。

ＩＣＴ活用推進事業については、中小企業のDX導入支援や最新セキュリティ対策、近年話

題となっているＡＩ等の活用事例などの紹介を、全国で視聴が可能なオンラインＩＣＴセミナー、

ＩＣＴ講座等にて積極的に情報発信して参ります。

テレコミュニケーション教育事業においては、時代のニーズに合致した電話応対関連施策の

ＩＣＴ化等の推進にも取り組み、電話応対コンクール、企業電話応対コンテスト、電話応対技能

検定等を通じて、参加企業における電話応対品質の向上や参加者のスキルアップ等にお役

立ていただけるよう更なる改善を行います。また、テレコミュニケーション教育事業の一つとして

、根強い人気がある「新入社員及び若手社員向け」をはじめとした各種研修事業については、

オンラインでの開催を軸に、事業展開の拡大をして参ります。

（１） テレコミュニケーション教育事業については、より多くの方にご活用いただけるように
広く事業紹介及び参加勧奨を行うとともに、時代の変化に合致した事業内容の更なる
充実やＩＣＴ導入等に取り組みます。

（２） ＩＣＴ活用推進事業については、業務改革やコスト削減等の様々な課題解決に向け
たＤＸ導入や不安定な世界情勢等を背景に更に意識が高まっている情報セキュリティ、   

テキスト生成ＡＩ等の最新技術のＩＣＴ活用事例等のご紹介や会員特典等により、企業や
地域等の課題解決にお役立ていただける情報発信を積極的に行って参ります。

（３） 新規会員入会促進に向け、新たな会員特典となり得る事業の創出とメニューの充実   
に取り組みます。

Ⅱ.具体的な取り組みについて

１. ＩＣＴ活用推進事業

（１） ICTセミナー

 ＩＣＴ活用推進事業については、２０２１年度より実施している全国から視聴可能なオンラ

インＩＣＴセミナーおよびＩＣＴ講座を、更に多くの皆様に視聴して頂くため年間計画を策定

し各種媒体での周知を強化する等、ＩＣＴを活用した取り組みを積極的に実施してきました。

    ２０２６年度においても、引き続き企業の課題解決や生産性向上に向けたＤＸの導入や、

  不安定な世界情勢を背景に更に意識が高まっている最新の情報セキュリティ対策、テキスト

生成ＡＩ等の企業での利活用シーンに関する情報、ＩＣＴを活用した企業の働き方改革など

地域課題・まちづくりを解決するＩＣＴなどをＩＣＴ活用推進セミナーの主要テーマとして提供

して参ります。
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（２） アプリケーション活用研修

ニーズの高い「Ｅｘｃｅｌ研修」を継続実施するとともに「PowerPoint」や「Word」などアプ
リケーショ ンを活用した研修も実施します。

（３） 経営トップセミナー

  各界でご活躍の講師を招き、企業の経営管理者層を対象とした、情報通信や経営・

  経済情報など事業経営に役立つ内容を中心に引き続き開催します。
また、セミナーについては、全国から視聴可能なライブ配信を行います。

２． テレコミュニケーション教育関連事業

電話応対・ビジネスマナー等研修については、リモート方式等ＩＣＴを活用するなど、受
講者が参加しやすい方法で開催するとともに、参加者のビジネススキルの向上や参加事
業所の CＳ向上等にお役立ていただけるよう内容の充実に取り組みます。

（１） ビジネスマナー研修（基礎編・応用編）
① 基礎編は、ビジネスマナー、接遇マナーや電話応対について、社会人に必要な基礎

知識の習得を目的に開催します。
② 応用編は、コミュニケーション・プレゼンテーション・アサーション等、ビジネススキルの

向上及び参加事業所のＣＳ向上等にお役立ていただけるよう、内容の充実に取り組み
ます。

（２） ビジネス電話応対研修（基礎編・ステップアップ編、カスタマーハラスメント対応編）
① 基礎編は、新社会人を中心に電話応対に必要な知識の習得を目的に開催します。
② ステップアップ編は、話し癖や滑舌、話すスピード等個人課題の改善を目的に地域

       団体との共催事業として開催します。
③ カスタマーハラスメント対応編は、クレームに対して使ってはいけない言葉やテクニック、

 お客様の立場と心理を理解する知識と対応スキルを目的に開催します。

（３） 電話応対技能検定（もしもし検定）
 高校・大学等教育機関や新たな企業に対して検定の仕組みを育成手段として活用

      いただくことについて提案するとともに、合格者に対し上位級へのチャレンジを促すなど、
    受験者の拡大に取り組みます。また、昨年導入した４級検定のＩＢＴ方式（インターネット

方式）を更に浸透させ受験者の拡大を目指します。（２０ページ）

（４） 企業電話応対診断
 専門スタッフが「仮のお客様」となって事業所へ電話をかけ、その電話応対について、

    専門家が客観的に評価を行い、結果は「報告書」としてまとめ、改善のアドバイスをフィー
  ドバックします。 ＣＳ向上にお役立ていただけるよう、会員特典として新規利用およびリ

ピート拡大に繋がる取り組みを図ります。（２１ページ）

（５） 企業電話応対コンテスト
 企業電話応対診断同様、企業の顧客満足度（ＣＳ）向上を進める有益な事業として、

  様々な機会をとらえて事業参加の働き掛けを行い、参加事業所の維持拡大に取り組み

ます。（２２ページ）
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（６） 電話応対コンクール

  電話応対コンクールについては、若者の「電話恐怖症」克服への処方箋として、未参加

企業、未参加事業所へ積極的な参加勧奨を行う等、参加拡大に取り組みます。予選会に  

ついては、より多くの方に参加いただけるようにＩＣＴを活用したリモート方式で開催し、 県

大会は埼玉会館で開催します。優勝者には埼玉県代表として全国大会（福岡県福岡市）

に出場していただきます。

（７） その他
 アンガーマネジメント研修やプレゼンテーション研修など開催希望のある研修について

 も、研修内容を工夫し計画します。

３．会員交流事業（支部・地区）

  地区協会の活性化に向けて、今後とも会員のご意見を積極的にお聞きし、会員の方々の  

満足度の向上を目指すとともに、当協会事業に対する認知度向上に向け、更なる情報提供  

やイベントへの参加勧奨等を積極的に行い、新規会員獲得に努めて参ります。

 （１）  スポーツ交流
① サッカー観戦（ＲＢ大宮アルディージャ）、② 野球観戦（埼玉西武ライオンズ）、
③ ゴルフ大会を開催します。

 （２）  会員交流会
   施設見学・体験会を交えた交流会を実施します。

４．会員企業支援事業（会員特典）

（１） 契約講師の紹介（特別料金で提供）
   ビジネスマナー等の社員研修へ協会契約講師を紹介します。 （２３頁 参考１）

（２） 模擬電話機セットの貸出（利用無料）
  電話応対コンクールで使用する「てるコーチ」を貸出します。 （２３頁 参考２）

（３） 人材育成用ＤＶＤの貸出（利用無料）
   ビジネス電話応対、ビジネスツールの使い分けと使い方、ビジネスマナーのDVD

     （全３巻）を貸出します。 （２４頁 参考３）

（４） テレコム・フォーラム誌の発行（月刊）
最新のＩＣＴに関わる情報提供等やテレコミュニケーション教育に対する各企業の取り

 組みとともに、ユーザ協会が実施している施策等を広く周知するための情報誌として
毎月発行します。なお、２０２６年度は、８月号と９月号、２月号と３月号を合併号として
発行します。（２５頁 参考４）

（５） 「さいたまニュース」の発行（随時）
  各種研修やセミナーの開催案内を 「さいたまニュース」としてご 案内します。

     尚、ご案内方法は、ＦＡＸやメールなどご希望の方法をお選びいただけます。
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（２） 地域団体との連携

  地域団体の会員向けに研修やセミナーなどの連携事業を提案し開催することで、協会

事業のＰＲと新規入会の促進を図ります。

（３） 地区役員等による紹介活動

  地区役員や会員の皆さまから情報提供・ご紹介等のご支援をお願いし、事務局による

訪問勧奨活動に取り組みます。

（４） 退会抑止

会員企業や事業に参加いただいた方の意見や要望を積極的にお聞きし、更なる会員

サービスの充実と満足度向上を目指します。

５．会員の維持・拡大

（１） ホームページによる情報提供
  協会ホームページにより各種情報を広く周知、発信していくことにより、ＩＣＴ活用推進

    事業やテレコミュニケーション教育事業の推進を通じて、地域課題の解決や地域活性化

に寄与する事業展開を目指して参ります。

（７） ｅラーニングサービス（利用無料）
  インターネット学習のｅラーニングを無料で提供しています。「講習に参加する時間が

   ない」という方でも簡単にパソコンやタブレット、スマートフォンから“いつでも”“どこでも”
   学習することが可能になります。企業研修のスタンダードになりつつある「eラーニング」を

是非ご体験ください。（２７頁 参考６）

（８） 会員サービスの充実
  ２０２６年度埼玉支部事業予定表の実施に向けて、会員企業のご意見の収集を積極的
 に進め会員企業の当協会事業に対するプレゼンスの向上、及び会員の方々の満足度
の向上を目指します。（２８頁 参考７）

（６） 標的型攻撃メール予防訓練サービス（利用無料）
  被害が拡大しつつある「標的型攻撃メール」。被害者であるはずのあなたの会社

     が時として加害者になることも。ユーザ協会では会員を対象に無料で「標的型攻撃メー 
ル訓練サービス」を提供しています。（２６頁 参考５）

６．円滑な協会運営

（１） 地区協会の見直し（統廃合）
  埼玉支部に置く地区協会（埼玉中部地区協会、埼玉南東部地区協会、埼玉西部地区

協会）については、会員ニーズの多様化や会員数の減少が進む中、これらの変化に柔軟

に対応していくことが喫緊の課題となっています。会員サービス・財務体質を維持向上さ

せ、公益財団法人としての役割を果たし続けながら、将来にわたる安定的な事業運営を

持続・発展させていくため、３地区協会を支部に統合した運営体制に見直すことを検討し

て参ります。

（２） 首都圏事業推進部との連携

効率的な事業運営と会員サービスの充実、新規会員の獲得拡大等を図る観点から関東

事業推進部と東京事業推進部を統合した統括組織である首都圏事業推進部（2026年4月

発足）との連携強化に努め適正な事業運営を図ります。



（3） 協会名称の変更

 日本電信電話ユーザ協会の名称については、公益財団法人としての社会的役割を念頭 

    に置き、今後の当協会事業の持続的発展を見据えて、今年度中に名称変更を予定して

おります。発表については、協会ホームページ等にてお知らせいたします。

- １６ -
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第四号議案

             2026年度(令和8年度) 収支予算（案） 自　2026年(令和8年) 4月  1日

至　2027年(令和9年) 3月31日

■収入の部 単位：円

収入科目 予算額 備　考

公益目的事業 5,917,000

その他事業 8,702,000

業務提携収入合計 14,619,000

参加費収入 248,000

雑　収　入 10,000

内部取引収入 2,400,000

参加費・雑収・内部取引収入合計 2,658,000

当期収入合計 17,277,000

前期繰越 9,836,366

27,113,366

支出科目 予算額 備　考

電話応対競技会費 3,180,000

セミナー等費（ﾋﾞｼﾞﾈｽﾏﾅｰ等） 1,104,000

セミナー等費（ICT関連） 504,000

セミナー等費（経営ﾄｯﾌﾟｾﾐﾅｰ等） 2,660,000

委員会費（もしもし検定） 20,000

組織強化費 60,000

情報出版費 1,729,000

①事業費合計 9,257,000

会議費 310,000

諸経費 5,642,000

減価償却費 174,000

②管理費合計 6,126,000

本部運営資金費用 850,000

法人税等分担費 410,000

消費税本部振替額 50,000

システム運営費 590,000

③内部取引支出 1,900,000

9,830,366

27,113,366

予備費

支出合計

収

入

総　　合　　計

■支出の部

事
業
費

管
理
費

内
部
取
引
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役 員 の 改 選

第五号議案

埼玉支部役員の任期満了に伴い、各地区協会から推薦がありましたので、埼玉支部会則

第8条（役職と選任）、第9条（支部長及び副支部長の選任）、第11条（支部理事等の任期）

及び第13条（支部顧問）により、下記役員について別紙のとおり提案します。

（公益財団法人 日本電信電話ユーザ協会 埼玉支部会則 抜粋）

（役職と選任）

第８条 本支部に、次の役職を置く。

支部理事 １８人以内（各地区協会毎に４人以上８人以内とする）

支部監事 ３人（各地区協会から１人選任する）

２ 支部理事のうち１人を支部長、副支部長を３人までとする。

３ 支部理事及び支部監事（以下「支部理事等」という。）は、支部理事会において選任する。

（支部長及び副支部長の選任）

第９条 支部長及び副支部長は、支部理事会において選任する。

（支部理事等の任期）

第11条 支部理事等の任期は2年とする。ただし、再任を妨げない。

 ２ 補充による支部理事等の任期は、前任者の残任期間とする。

 ３ 支部理事等は、辞任又は任期満了の場合においても、後任者が就任するまでその職務

を行わなければならない。

（支部顧問）

第13条 本支部に、支部顧問を置くことができる。

 ２ 支部顧問は、支部理事会において選任する。

 ３ 支部顧問は、次の職務を行う。

（１）支部長の相談に応じること

（２）支部理事会から諮問された事項について意見を述べること

記

１．役員 支部長

副支部長

理 事

監 事

２．任 期 ２０２６年４月１日 ～ ２０２８年３月３１日



埼玉支部 役員

【任期：２０２６年４月１日～２０２８年３月３１日】

- １９ -

埼玉支部

役　職

支部長 平本　一郎 中部　会長 ㈱テレビ埼玉　相談役

副支部長 山田　裕朗 西部　会長 山田食品産業㈱ 代表取締役社長

副支部長 村田　奇一 南東部　副会長 越谷商工会議所　相談役
2026年6月
南東部会長予定

理　事 小林　英一 中部　副会長 久喜市商工会　会長

理　事 井原　實 中部　副会長 ㈱与野フードセンター　取締役名誉会長

理　事 岩﨑　一隆 中部　理事 蓮田市商工会　会長

理　事 松本　賢治 中部　理事 秩父商工会議所　専務理事

理　事 田島　清 中部　理事 熊谷商工会議所　専務理事

理　事 鈴木　浩史 中部　理事 深谷商工会議所　専務理事

理　事 福島　正洋 中部　理事 本庄商工会議所　専務理事 交代

理　事 加藤　和 南東部　理事 川口商工会議所　専務理事 交代

理　事 稲葉　信正 南東部　理事 春日部商工会議所　副会頭

理　事 田中　康之 南東部　理事 ㈱ＪＡ-ＬＰガス情報センター 常務取締役

理　事 加藤　義明 西部　理事 飯能商工会議所　会頭 交代

理　事 清水　信之 西部　理事 狭山ケーブルテレビ㈱　代表取締役社長

理　事 竹澤　穣治 西部　理事 川越商工会議所　専務理事

理　事 石川　啓夫 南東部　理事 株式会社東京すずらん　代表取締役社長 新任
南東部副会長予定

監　事 小坂　良二 中部　理事 ㈱パレスエンタープライズ　取締役業務部長

監　事 小島　一男 南東部　監事 川口信用金庫　総務部　秘書室長

監　事 松下　寿夫 西部　監事 飯能信用金庫　理事長

顧　問 小池　哲哉 中部　顧問 ＮＴＴ東日本　執行役員　埼玉事業部長

顧　問 武田　有紀 － ㈱ＮＴＴドコモ　埼玉支店長

副支部長 神谷　道之 南東部　会長 中興電機㈱　代表取締役社長 退任

理　事 伊藤　博 南東部　理事 川口商工会議所　専務理事 交代（退任）

理　事 吉田　行男 西部　理事 飯能商工会議所　会頭 交代（退任）

理　事 田中　一成 中部　理事 本庄商工会議所 専務理事 交代（退任）

氏　名 地区協会役職 事業所名・役職 記事



- ２０ -

電話応対技能検定（もしもし検定）



企業電話応対診断 報告書

- ２１ -



202６年度企業電話応対コンテスト

- ２２ -



（参考１）

講師紹介の特徴

1.ニーズにマッチした豊富な講師陣

様々な特長や得意テーマを持つ豊富な講師陣の中から、ご要望に適した講師を紹介します。
希望する内容やテーマについても、講師と事前の打ち合わせを行いながら進められます。

2.効果的な研修メニューとして活用

貴社のサービスに即した電話応対スキルや、現在抱えている問題点・改善事項などをふまえた
カリキュラムが作成可能です。

■ 契約講師の紹介

＜実施フロー＞

- ２３ -

会員特典

3.基本料金

１２０分３万円（税抜）＋交通費、時間延長は、６０分毎に１万円（税抜）

■ 模擬電話機セットの貸出（利用無料）
電話応対研修用録音機能付電話機セット「てるコーチ」を貸出します。

（参考２）



■ 人材育成用ＤＶＤの貸出（利用無料）

（参考３）会員特典

ビジネス電話応対、ビジネスツールの使い分けと使い方、ビジネスマナーのDVD（全３巻）
を貸出します。

- ２４ -



（参考４）会員特典

テレコミュニケーション教育に対する各企業の取り組みや最新のＩＣＴに関わる情報提供等とと

もに、ユーザ協会が実施している施策等を広く周知するための情報誌として毎月発行します。

■ テレコム・フォーラム誌の発行（月刊）

- ２５ -



（参考５）

- ２６ -

会員特典

■ 標的型攻撃メール予防訓練サービス



（参考６）

- ２７-

会員特典

■ ｅラーニングサービス



２０２６年度 ユーザ協会埼玉支部 事業予定表 （参考７）

- ２８ -

基礎 Ｅｘｃｅｌ（基礎講座） ４月

Ｅｘｃｅｌ（関数活用講座） １０月

office効率アップ研修（Wordの場合あり） ２月

Ｐｏｗｅｒ Ｐｏｉｎｔ（魅せる資料作成講座） 7月

情報セキュリティ、DX活用、生成ＡＩなど【新メニュー】 上期、下期

全国参加型ＩＣＴセミナー【本部主催】 隔月（奇数月） オンラインセミナー

基礎 フレッシュマン研修 ４月（４会場開催） 大宮、川越、越谷、熊谷

応用 ステップアップ研修 １０月

応用 アンガーマネジメント研修 １月 大宮、WEB開催

基礎 プレゼン成功のための基礎 １１月

基礎 新たな研修【新メニュー】 不定期開催

基礎 全国参加型オンライン研修【東京主催】 不定期開催 ＷＥＢ開催

基礎 電話応対コンクール活用講座【新メニュー】 5月 大宮、ＷＥＢ開催

基礎 ビジネス電話応対研修（基礎編） ６月

１１月（３会場開催） 大宮、川越、越谷

１２月（上記が２会場開催となった場合） ＷＥＢ開催

応用 英語電話応対研修 ７月 ＷＥＢ開催

基礎 全国参加型オンライン研修【東京主催】 不定期開催 ＷＥＢ開催

事前説明会 ６月上旬 ＷＥＢ配信

模擬応対者研修会 ６月中旬

埼玉県予選会前研修会 ７月上旬（８日間）

「応対録音」実施（※旧予選会） ８月中旬 リモート開催

審査会 ８月下旬 録音審査会

埼玉県大会前研修会 ９月中旬（３日間）

埼玉県大会 １０月９日開催 埼玉会館・ライブ中継予定

全国大会前研修 １０月下旬

全国大会 １１月１３日開催 福岡県福岡市

全国一斉募集 ５月１日～７月２０日

参加企業への電話（審査期間） ７月下旬～９月上旬

企業電話応対診断 - 通年受付 随時

経営トップセミナー 管理者から経営者層向けセミナー ２月

経営セミナー 全国参加型オンライン講座【本部主催】 隔月（偶数月） オンラインセミナー

特別セミナー 合同セミナー【他支部主催】 不定期開催 オンラインセミナー

サッカー観戦 - RB大宮アルディージャのホーム試合 別途決定 FM NACK5　スタジアム

ゴルフ大会 - 県内にて開催（表彰式同日開催） ９月 高麗川CC

会員交流会 - 秋の会員交流会（施設見学会、体験会） １１月 日帰りバス

- ３地区合同（野球観戦） ８月 ベルーナドーム

- 商工会議所共催セミナー 商工会議所希望日 商工会議所会議室

- 支部理事会 ５月１４日（木） パレスホテル大宮

- 中部理事会・定期総会 ６月２５日（木） 清水園

- 南東部理事会・定期総会 ６月１９日（金） べルヴィ武蔵野

- 西部理事会・定期総会 ６月１０日（水） 川越プリンスホテル

検定 電話応対技能検定（４級） 入門 ビジネス電話に必要なｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝの基礎知識の検定 隔月（6，8，10，12，2月） インターネット方式

概要 提供時期 備考

企業のセキュリティ対策として提供（無料） 各月

社員教育支援としてインターネット学習のｅラーニングを提供
（無料）

各月

テレコミュニケーション教育に対する企業の取り組みや最新のＩ
ＣＴ情報を協会誌で提供（毎月発行）

各月

「商売の課題解決にインターネットを活⽤してみたい」ユーザ協
会会員様を支援（初期費用無料）

随時

豊富な講師陣の中から、新入社員教育・コールセンター教育
等、電話応対教育に関する企業のご要望に沿った講師を紹介
（会員価格）

随時講師派遣

項目

主
な
会
員
特
典

標的型攻撃メール予防訓練サービス

ｅラーニング

テレコムフォーラム誌

ホームページ企画・制作・運⽤サービス

特

別

セ

ミ

ナ
ー

経営

会
員
交
流

地区協会独自施策
（中部・南東部・西部）

会
議

理事会・定期総会

応用 カスタマーハラスメント対応研修

電話応対コンクール -

企業電話応対コンテスト -

テ
レ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
関
連

ビジネスマナー研修

ビジネス電話研修

Ｉ
Ｃ
Ｔ
関
連

アプリケーション活用
応用

ＩＣＴ活用セミナー 経営

事業種別名 レベル 詳細事業名 開催予定時期 備　考
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